
H28.12.13－紀南河川国道事務所－

甚大な被害をもたらした紀伊半島大水害から５年が経過しました。
あの災害を忘れないための取り組みとして、熊野川沿川の和歌山県新宮市の

城南中学校（中学１年生）を対象に、ジュニア防災フォーラムを開催しました。

～いざというときに、できること～を開催しました！
ジュニア防災フォーラム

開会の挨拶を行う冠 副所長

熊野川の高水敷で行われた現場見学
会では、バックホウの乗車体験をし
ました

紀伊半島大水害について説明する
前田 調査第一課長

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
紀南河川国道事務所 調査第一課
〒646-0003 和歌山県田辺市中万呂142
TEL：０７３９－２２－４８１３

★ジュニア防災フォーラム参加者の感想
・近所の人も守って、他の人も守っていきたい。
・臨機応変に対応しなければならないと思った。
・自分のことだけでなく、周りのことも考えていかなければならない
と思った。

課題に対する班別討議の結果を発表 応急タンカづくりを体験課題について班別討議を行う

バックホウと記念撮影

開催場所：新宮市立城南中学校
開催日時：平成28年12月13日（火）
参加者 ：城南中学校生徒 55名
【プログラム】
・報告「紀伊半島大水害の概要とその後の
対策」

・班別討議「いざというときに、できるこ
と」

・応急タンカづくりとスリッパづくり体験
・現場見学会

閉会の挨拶をする城南中学校 森浦先生


